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剛財政定臓に関掌する諸主体に逆，乙の『課題」迄｢糾暑」
散政葹構嗣題に閏牟す３諾主体を、各主体の覺一義的な謝遥-け崎であうのか．と
決に禿Lためザ､,亮一図て､あう。
(I)現准の融政危総屯()かな3r遺愛』､Lして緑験すうがは､各主体の社会樺瞳上
で占坊る紅墨、八恢乏の位攪よソ魂する課題､し荊害とによ’Ｚ、多様である。スロ
ーザン的に竜えば、"j/t力肌に直面してl)ウ壕急の課題哉浩主４本を定義すう。
名主体にZって縁鱸s氷ろ融艇危機のｒ現実」,ま、次の三つの尾によ､)総歳され

て（）省。
の覺一誠に敏感と紬ご砿えな!､、自分自身の課題涛と赤}宅．その妻_a,"

足Ｉｃ、自令伊全面的・直涛釣に看仕乞特うて州、〉tの充足の低下は、直拷的に自
柁身に判琴屯与える。
、一蹴呈直は雲霞Ｌなけ州伽；な'､､他主体の課題涛鍬'l宅喬｡"の建武｡充
足に、自勺欲割分的・間持的に董仕屯負う冠!)う場合。あるいは、乳の他主体伊自
加臨的な交渉組寺であソ、粗手の#'|宅の全面毛認は旭手の抵坑4T鋤ｔ引きおこ
し、かえって自分の課題で兼帽の守崖した売足を低下させる場合で､あう。
③主-体鋤｣ﾆー､離れた位置にあうゆえに、事!flz_"無闇虻て､L}ろことｲﾌ§､z･さるよ
うな他主体‘ﾌ課題制宅。
（桶1°目完諸にと･7-IIj<､惚汀公務舅の鯰与?訪働緋↑の忍鮴と向上ザ､第一義

錦濁であソ､胴WII自兎体の鄭荊智局伊顕も1慰謝急皀通体の収受均衡の菱威は，一定鰻度尊重せざ､る乞えず(大幅な赤字は、邑兎婚の布入を招く）、大譲埴f’#､切実
な閑侭を鶏てる赤､ウ国僚義ＡＴ頬には､事突上鯉関代で')ML3｡)
(2)名誠'二と、ての｢①琵一義銃織･秀'l電」ザｒのような内臓塙っがち‘僅
介主体込柵鼻jT主体の沈れだ氷に即Ⅵ、永X7.
若水芽の鋤T主体の術動延論理'二は､三つの動総iﾂ聯加 Z̅いろ.(囮へ回)
四壱の嫌４T主体依惜型L-ZI､蒼氷茸のシステム繁体にかかわりｵ舗嘩件の禿足。これ七‘澆一の公釣課題尺，鴎おう。二の課題'よ、ヤ軸主体の水葬によ’．,、二

つのタイプpl二今がｋろ。
まず晶為永琴の紺T主体（具体釣には看相・大蔵塩・与涜上層柳）は、鮴擬

謂遙園啄威孜Z､7ラニフのシス.子ムの罎理老兄L-Z、スタケフし-ションの克服と､
園塚獣政の稲槻的。キ堀的収受均衡ｾ、自分の公的課題RMsLて１１3｡
次に､中間水葬の紺『主体（具体的には、白兎老,大蔵糧以外の政府諸省方、各

菖鬼鉢繊園,皀兎体総園内賊論柳局…)に漣．２，ｒ嘉一の公的課題』とは、%れ
”ﾙLの媒jW､主ﾉ体釈嗜理してl)ろシステム蕊f*o)主体'性(具体的仁は、財漁ﾔ施限）
の椛大もめざ､して、よ､)上位の（つまソ壱該システムの外柳の)WT主体に対し元
職し､肋老州る．とｋｖ厘である。（櫛‘'｡蝕窄ば大溌這に猟､鋤勵漁鎮
膝の城捻廷醇主し､老v拝自逸体は自兎埴に対(､卸禰漁を鼈ぞすよう零余抑.〕
この崎;中間氷奔の紺､主体は、よ､)上位の獺↑主ﾉ体との関係においては､撤蜘
主体となうている。
回礁心主体の第二の公的讓鐙は、当該噺主体ザ燈理しているシステムの内柳
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、 ’
Ｉで{よ!)下の水葬の瀧鋤T主体サ》'着せ》れ-〔くる誇張)電零求を調鑿し、》t帖稚

旭亙比較の中でｵ鮒(い、現埼怠でのシステムの能力（財漉.耀限此)の蕊圏内｡で、
鑓K釣に充闇ることＲｙｚであき。この篤二の公的課題RI'ｪは､自令の瓊仕も負.'
ているシス子ムの収支均衡ｾ推桔すうこと、と毛老いうぅ。（何1．自弟名ば、柳申
自兎体の財淵統零求と、過疎域Zt或の鯲原紘潔兼を、共に祀測LLつつ､現時I愚
でのt碗賊源紳の疑囲-f､､画己分の零協点を綴す。）
た浴し、令縛の媒jT主体は、紙料にｷ立の調整主体晴うこ迄はできな'､。詫

全の蔽媒術主体桶求を選択釣に充足方う際､t靴主体とL-Zの財政部局は、若水
篝で胸を梶っ-上いる君長・与境の安塙墓纒となうて!､る橋定の＃'1壱集団の零求．ｋ、
迩栂|‘ｲ農庚させる｡つま､)、嘉二の公的課題は、童画２毛（の支堵集団）州の勤藩
ないし圧力によ、̅Z、｝､Ｍアス遼霞けつつ嘆現セルLろ。このように、特定集団の伽
零の慢先に色で；班っっ軸Tされる『篇ﾆーの侭釣課患』も､凧と素現すろこ迄塁
すう。
国紺T主ﾉ体の篤三の動機'よ、当の媒ｲヤ主体自身の僻的な＃'}f(Iv)の確保で､才>:園。
（側。麺己的権限の保掎。人員の腱ｲ柔‘遣大．公務霞総阜水葬の上尋血）
た管ｋ、LX上の三つの勧瀧仁ようＴ，媒ｲT主体の諾炳勧は‘灘釣に分類される《迄

llうべ芝ではな,､。むしろ、一つの術勧は､公的雷蝿･崎定集団の赤帽・自分自為
の糸的制稔，の夷足に黄［て、三億の機能左果たし、三重の覚pﾎ唱渥瀞祓̅Lいる。
(3)行政機構外にいる維媒術主体の4T勧と論理には、次の二つの動繊ｶ噛'､̅ ZI)骸。
田『社乞的梗弄」｡すなわぢ，当の薇媒介主体ｻ､現のお足種担って,､３．（柳句
）紅屋システムの機能零掛辱(ルノ、2３．…ｸＬｏごこて､､九は被俸"『主体の教派あうだ
け報戻-しうゑ.）の充足。〔例農業団体Iま食糧生涯の脳晶抵，医師会は国民の健康
ｲ界椅を、兇氷埒ﾙL心uk-I.、自勺の『燕全的ｲ齢」Ｚして自負L̅ ll)る。）
回当の被懲ｲﾔ主体自身の芽A釣刹溢募（ﾒー ﾉ･ﾕ･3.…･九）の進求。（桶'1えぽ.農裳

団体は農塚自体の所鳩瑁を、膠鮮乞は医既の嫡遇の上早七、自令の徹餉制掻とL.1
皇 象 す る . ） 〆
もっと屯、この二億の勃総にmjT!諏伽主体の緬勧が鋤釣に二種に分額で

きるｚいうのではな１，．すべての力寂燃主体伊乾に＆を担う̅ZいうⅧま限§な､!、
'す〃(でも、季くのt易含、一つのﾎﾘ雲零求に、轍となの二一重の動機が物l)て'､壱・
(4)第一図'二示Ｌだ》t水才れの組織的･集団的主体の内抑'二おl)ても、剥臨!}ざ､Ｌ
の粥一義的課題は､購装釣に令瞭し洲惹・有‘)えば第一固の直:>-Mw､示したように、
一つの皀完体は、外柳から＜クロ的･総括的に見↓Lぱ､"のt也域でのｲﾃ政託喫屯目
ごい、自勿への鼓源画紛も鰭大しようとして、一体的に府動(て!､ろがのぎと〈
見える。Ｌザ’、内柳的にミクロに見れば、乞診体総鍋内の名柳均ャ＃'l溢集団ざ､皿乙
'参、通1ﾍ流水伊莞一義的謡謹・鱸逃しで!､賊のは票なぅ。（行‘|・財辮P局はⅧ
自兎体総隅内の鰊'h主体逃して、一鰕舗↑の収支均衡鋪一義的課題とすう｡ま推、
名偏凍分鴎の担当智閏ば、流水だ､水の術政謙患の上ず｡鯉穏（民生智局ば福祉の提
漢を，素掃柳眉ば奉婦作掌負の僑邉改筆七）屯過尖するこて毛崎一義的課題迄'坐
ｚいる。肌疋、苑1''屯嘆頚ﾉ壹力ろた肋に$徹礫行主体進L孔、討論‘総務郷尉乞ｒ
ｌ２０
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口邑詮押し I̅」、捌飽･人員篭を鱈娼掲挺肋に輻力する。さうに,"31)晨計
（広電左盆，氷謹血)の財務担当老は，暗別今討の収支均衡を，職眞弗且念（自適房
）は、鈴募・帝働荊牛のz文筆を、乳恥充崎一義的課題L'》《小で恥一般鈴↑か
らの捌舘を獲縄しようとすう。
⑤現下のスタグフレーション（イソフレ逃不乱の扶宥)13t.1xＬのような急主体
の課題延荊宅の霊威・尭足E!nたる地こうで圃溌A足させ､生鮮間の試七を潮上させ
た｡
鋤.蛤氷審の媒jT主体は、-打で§イン７レゆえの謨出増零余（資鼓植Ｌソ，人

繩上昇“鶇社関係萱の目鐡ｿ補てん山)を，さまざまの被媒介主体サう嗅ぎつけ
られ、他弥や，不訊”孔の縦1職ケに樋まされる。二の二つの圧力は、狭に浴永奔
の骸歓の収友ギ々 シ7・種、拡大する打向'二ｲ乍閉し、uﾇ友均備屯屈鯛Lt(めろ。各
水葬の歎旅シスヲムの収友公ザ7.のツケ危躍め宅わすた脇には､最終的鯏丁主体
たるｊ<j雛は巨溌の布､I学園帳(昭和ケノ･夕2辱潅睦餓けて,彫政幾収入のう０％弱）
も瀧舸せねばな》な'､。
次ヒル氷考の搬媒ｲｧ主鉾に､進って、４＞うしは『生詰老』の嘆噴所得の剰少を

七たらし、不うえはｒ他渥考」（晨闇企鴬血)の客亡を毯鏡にお逃し入れる。乳水ゆ
え秒の釉罐j↑主体も、高負担バヒ(壷制上、公共料金値上げ血）'二ば致し＜雑縦する
Ｚと毛に、こういう鱈博サジニ》f，皀令への節政安出極秘丈づぅように‘零余念認
めろ。

｜
『

’

’

’

’
S2w政津}直の庭葎釣塁着
財政１割凝聡体危見わたした易乞､乾の亮耗的逗電は、名次元総能零イキの充足伊多

敷の主体に勺担電弧ており、名主体は粍杭的な主体姓ｷた大努カセ通L-,つ、自詞の
認題退-”犠能零冶群ｔｒザ４モン許嬉艇』する、必'､ぅよう'二杷櫃できよう。
(D廊蝿蔭の印で、あう,､は乳小屯通rて充足されぅぐき課慰ﾔ制室は零次元的
であう。（１１蕩認)。毛永簿の収支均衡淵噌零求毛耗足-ｩうことに，鱸トセも
-FZ府勧すうのは、Ｘが筵自分にY.っ元の莞一議的課題X-m、沌加滞れの主体で
胴。秒の主体も，自分にと、毛の嘉一議餉課題･剥落を充足するに筋たつ̅L､他-X/i本危ぁ̅ZIこすることlまずき危いし、４反ソ'二非菟足傲もたｓされた､逃して毛、他主
体噸仕屯とつｚくれな'､｡Xれ叩孔職俳は､台勺の講慰･ﾎﾘ電に非竜協約'二執
義する。("１｡１〆７レの克服Ⅶ》う課題は、大斌増の逼牡である｡X永叩永大懲
窄ば、自勺にとつえの涛千素的課悪(鶴罵零の緑填)の豊蔵危なうた胡に、よ')全
くの勵放莫出を醇求-ウ惹他主体からどのように非馳芭かようとも、他主体の詫零説
に大ナタセ振い、財攻雀出擬態'二一堤の牌屯はy)蓋｡）
(2)個僅の組織主体内に住を壱個人主体に必ってみ水ぱ､組織主体にせ，ての篤一
騒釣課題･荊宅と‘》tれが令湊芝れっフ組織鮴内の糸般劇にi鯛されるこてによ
ぅて碇蕊さ弘ろ危捜割の諏題｡鎌)唇の中にしか､賊政悶題のr現震』はなno自令
逃Iまがけ雛永た主体の猪つ謡瞳に勺ｎ屯,たzえ個人的童見を括って(､た迄しても、
光の莫鼠欲指菟味芯ものＬL"I.闇臨吋うような状弧に出乞う二℃はな'､がう､ハ
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Ｉ

’

のような糞見ば､現裳の莫異泳臭ﾔ施主体の倫動に試し、直時釣影薯力を橋ちぇな
い。花小才1への梱人ザ現曙息で担う'莞一義的識謹を禿足すやく努力するこヒザ、官
傭のモラルイある｡Lたザうえ、喰劇ザ愛わ仇ぱ、1'"'lfr人間ザ菱わる」｡(f'l｡
鯛体の伽'繩に属k-ZI,-I,､加洲の人霞嬉のたy↑に､獺#q財論判賊組
牟に弟躍した個人でも‘！'ったん挨務将庵に僻水ぱ、！､サヒ鶴人蘆増色抑俸ﾘⅦ、
赤I流カゼ識ジイザ状、現穣的課題となる。）
(3)①紘体（組織･ｲ国人）ザ充足をめざす‘公的課題･塙崖斜亀・が釣荊毛は、
蓮馴机埒僻鍾赦塀冠しておソ．念生体の術渤原則ばｘのどjﾍか一つの畳大北と'、
うよソも、榊の瀞題群，排!}毫蕎屯、沈弧野飢許諺水考以上|壱ｨ界っこと（ｻｲ､モン

Ｉ

｜

’
１

詩皐化（この澆ば毛、民人食に負う))YAて塙徽州馴'Lろ。
②希主体に送っての第一誌課題瀞,葎１宅欝の充足は、最多岱伊鋤の主鉾姓（
歎政制穫上-の撫限､を渉能力QL)乞縫えづ私大しよう逃場力することにまつ１，ヵ＄
ろう腕託足ざれろ。さ毛な,'と、自令に姥旅約な他主4本の主4本牲紘大努力の圧力
や、社今§的朧兄の砲陰によ’て、倉令の施限や掩銀)は､>曼倦gれ肖職され̅lしまう

。

(棚｡瑞働園俳･謂餓園怖は,識航屯零乗し続けろ。ざも危,､逸物極上旱にょ，
て､､鯛所褐ｻ淑少する。自完増は,塊え:受付擬琴の引上げを大識娼に零求Ｌ戯け
る。さ毛芯､､と､杓'l野の.ように胴われも国航識猟のあおソで１泌弥友付猟俶識雛
狐征しまう。）
③名水導の被媒術主体伊絶えず帥㈹主体1性逸拡大しようと零力し雛けうことの

総体的効果ザ、い鐙い鰹ｒ財政支出の虚直ぐこ』、〈_r術政推榊)膨大化」を住ｺﾅ出す，
新規の施燦の開館専余戈、既溶の施喋の存縦の戦零挺タテ〈工逃して主張する時に
'ま、名細郷主体は、自令の担う諜題伊斌乞釣にいかに右菟識あるがと!)うこと
通前面に出す。（駐ヤRrＥの強調).Lザし‘顧客の旋懐の削痴に粘城-ｳろ際'二、
ホンネにおい元は綺政機織ｬ祇鯏T主体のが鈎糾希(II',]J)の防備鋤燃伊薙烈
にｲ乍閉すう。
(の財政制蔭の名氷毒のllたる所に和,可、粧ｲﾎ々>鮴牲#た燗力|燗嘆〔、さ
まざまの対セザ魂達すう。対立の詫砂態屯緬槻しよう。
①危永等の媒jT主体は，財務柳局と‘》(のＬにh_っ着皐（着相・橘｡専崎町怠雇

止）、亙状謙乞における与境､の三モメントの旗令が§櫛威され･zお､)、三篭は相互
紘晦と_協力をしつつも、全くの一枚だではなl)。三主体は、､Ｘ圦郡恥の白糠的な舸
動原理世積っており、Ｌぱ（ぱ内智対セザ生６３。この三老伊でう!､う隅樵|こ･立つ
がは､総力氷奔（汝詣が自認能"､）ャ．ｲ隣ﾘ的争量､に侭ｗ，包わめ'I9燃て､'1ぅ。
一村|沙（て、自民麓､c,'K織焔の閑緑色擬叱ラ。両落は一⑰では相互依存の隅偽に

ある。＃ずｲく蔵娼は、厳疎閣謹戎藻(揃謬1．国儀･個我料金値j二げ血）・孑箪･決
鴬の風念での盈過に際し乱は，現れの牙乾ｲある色艮乾に頬〉ざる屯乱ない｡笠に、
自民腱は、日歩緯渚の円靖な運蒐（現れのスタフ･うし一ショシの受服塁上迄）のた坊の
財政政燦の江藻・実術に閏して、大蔵壱ｲ妾の志能性に卿ぜる乞えな'､。また丈1瀞
糧は自民乾議霞の為力なｲ尖総源であり、同e奇'二大藏官ｲ童に､とつても、退喧後の菟卿
の烏の一つのｲ締正世して自艮境ザあう。けれYj､も，『財政の審蔭』Ｚｒ猟財政に|っ
1２２

’

｜

Ｉ

｜
Ｉ

、

Ｉ

Ｉ

１

１

１

●
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｌ
ｌ
９
■
■
Ｄ
Ｊ
ｈ
９
９
４
Ｉ
ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
ｌ
Ｌ
９
■
８
Ⅱ
５

’

’

’
?罵専竜一．｜さユーＩ

Ｌ入 ﾑＩ



｜

’
’
Ｉ 1)=Lの大蔵老約公平さ」を荷ううてする大蔵埴の努力は､自令の支椅建彊の認識媒

/､､主体の塙齢)雫セイ壜遇しようとする自民境の圧力によ’て、軒お酌に食I)Ea;k，
詮曲さ仏る。例えば､大蔵焔的な『公平さ』、「審穫』の曙瓊がら臭小俄組仇糊リ
捲篭の鋸識と公扶渦金の値上げは、決に収入電のた紬に‘僻ほこ､こずあう。ところ
ザ孜澗夷-f､おう自民境の圧力によ、て，愉老Iま暦抜きにさ弧う-方、綾老は野境の
反対,こもサか州ず裳現す３．耗果的仁大徹殖ば、不乞平蒋絢二間Ｌ了、自民境と
のｒ覚園せごう決拠闇穐」に入$)こ躯｡このことは弱乾帽'}帖見加篭,夫懲殖伊、
勵政の宅蝿牲延,､う中立的価値堤塘つむ釣課題のた肋Ｉ己蜻勧寸３主体ｆはなく、自
敞の支配の-漫触且う主体(R丘も動燃とL-い､る主体）である込菟，赤村募さ触
る。
②名氷毒で､の紺T主体迄祇撫T主体の対七は不可避であう，なぜ鮎、浴主体は

自勺自身の第一義的謂擢･制毫乞中侭にお巷つつ､他主体の糾毫や課題を旭知け
る支脈セイ乍ｿ甑L̅ L̅いるが９である。急主体の自己笠穂の嶺鯉ば、Mハ埒収の主体
の引きうけ記,)る課題やf'}唇を主零な前混Ｚする限')に和Ⅵ、X.仏ぞ＃u色蕊/告餉
で温‘)、一霞し迅狩!)．『も、と毛な毛の」ずあう。け氷ども、一ラの主体の提出
する財政改津構穏は、謹韓、他主体に試し乱＋勿芯潔嶋力危精もえな!､・乳小は
殆主俳伊改葬捧堤の薊混Iこし記'りつ、静課題･諦朱'亀の重みずけ・相釧剛文脈俄
襲なるが；である。毛主悌の粗うていう課題によっ元提暴されき『現喫」の笑右搬
な､､眼ソ（壱,､がえれば、謡課題のでのような重みずけば１非嗅嘆釣-f､あうが、'二
つ,､込め念覚伊な!､限り)↑余主体脚『篭論伊6､みあわな$､』のは当慾で師。
③媒"T主体迄紋蝶布主体の対立に際してば、次のような『自己偽迄ｒ他主体像

」とのズレ･ｶﾄ,l生じる。
殆水毒の鴬荊主体は、自令にと，屯の伝餉課題(Rvs,RI,Eルェ）屯萱牡を＆って

果たす二､乙僻自勺の主零な動燃ずけであソ、漁的f､I"(Iv)への執鬼Iま副次的なも
のであるｚいう自負を橋っ。（つま､)自己像にお'、̅ I_{ま､RI/sコル，RvEコルルコＩｙ・
たぢし．FPは、吃の左ｲ員IIの女年が築軸的モＸン卜で戎､)､あｲ副ｶ噌1次的モメント
ー齢ること屯示す。）雛媒jT主体は、梱之の被蝶AT主体の噂求を、謡'ａ･の救媒打主
体の零求群全体の中て､、旭拭化づう。淵して・被媒術主体の訓展.醇装につ{Ⅶは
恥餉#‘崎』Iょが、ｒ批榎的梗今」ＲＪよソ、イ亀越し愉面に敬元!､ろ（工よ．Rよ)も
の延L-I愛けY.V)、丸師')鐙へのｒ過大な剰這』には1岬)ｔ光せる。(f!1｡自謁増
による、他え公論霞の人杵費過大論｡〉また、被蝶術主体の提示する鼓政改革瀧露は、
当の緬納主体セキ心とする族ぃ疑魍に老v令ザよ'､の升で、よ）たいシステムの円
淵な運j童に関しては侭責杜であると戦羊)する。㈹｡大萩布自珀体の他ｵ債の起償自
由化零求に対し‘自謁名は、弱,'､自鬼体の起債財源撒障伊なくなる蓮#比判｡）
次に、名氷套の被煤布主伽ま、自令の担う『撤伝的ｲ吏鈴」Ｒょｚｒ漁酌#'l溢』珍

にっ1,Ｚ、正当性套識乞塙うておソ、Ｌが毛両老屯令ゎf-L孟龍掬娼には､牡昼
餉便倖伊自令の瀬蝋動機で温る(Rｊ．Iよ）とI)ぅ自己像を格っ。細帥主体がｓ
見れば､螺ｊＴ主体は、９ヶの出した毒栄屯不当に毛あまソに毛'しししか裳碩ﾉせず､，
他方、他の紙媒術主体の不者な零求は未幅'ご認め一>つ、また媒"T主体自舅の鈍り#'’
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｜
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’
Ｉ

’右屯塙権的に芙足（つつ、不ﾉ公正な画翰屯しているとe央‘3．媒布主体の姉ｳ誤惑へ
の瓊献にっ、ては、紬媒ｲT主体は、媒ｊＴ主体自身ｶw､自負するぼYM)g')評価はぷぇ
なｎ．換咽被媒jT主体にとつえは､蝿『主体の主零渤綴は、政雄孜乾の安積襲鵜
への寒牡・換齪の維持(雌），喧嚇雛の掘蜘'l溢の維掲(zヅコ尺虹)であるように
見える。（側｡孜祠＝自艮聴＝財果ザ一体となった、勤苛大寒への収毒攻琴、進'、
う、白充端の義出す３バメージ｡）
このような被媒介主体の抱く、縦¥'l的な＃軸主体像|こ対して、鋤T主体自身は､

自句の担っている公的課題の重零牲延、疑必への貢献伊憾'l,化さ氷ている鴫c､ろ。

｜

雲Ｓ財鮒}震の鱗過程
以上に見てをたような、希水葬における認主体間の主体性拡大努力の定榊勺括抗

添維3二蝋撫龍渠耀灘:､慰芋鱸護曼
(I)"'l度改茸過稔の大神分は、認主体間の自己主喪の竜協虐､斌硯状よソ充千、一
軒の主体の西諭に項赤'|なよう'二縁動する、Ｚ!､う砂をとう（漸進主義）。「械本的
な麻勵政絹}巌の改箪」は、政調礒滝爺老の瀧穏Y_[元述べ､られることは戎，ても、
牝の嘆現は錦であう。（,剣。塊方麦付仇寺の改正は、昭和湖辱以来今'己至ぅ批、
固叙三郷の約20%--う2夕Z-->26Z一う22jZ-勇2夙明一今2a潔一ぅ鏥蝋→32%､と、漸進主議
餉な初測了われた｡縫之の＃鮒当の叙痔の跨滅勵政支出の露鐵の大老v令も|司湛の菱
A巳7．ロセスセたて､う。）
②諸主体間の毛協息の瀦動ということば、一訂の主体に必っⅧま､主体性(施眠
蝕源血)の椛大を箕｡永し、他ﾗ『の主体にとってば〔システム鑛体の能力伊椛大さ〃＼
な!､限ソ）､主体性の維織を覚｡満う。ンt机ゆゐ、寿協息の瀞動に畷L-１は＄主体
渦に辨酌に君紅する対立は、上､)唆鯨人ＬＬ､論争･駆け引き・零求運動釈菟澆(焔
する。（桶‘|・地方交付仇詳の引上げ‘は，地ｵ六団体・自兎増伊､たえず大幅な引き
上げｔめざして、世論ずく､），国含議冒への働きかけ・大蔵宅への説褐と圧力管を、
全力をあtf､了展開LT｡ぐう中で、がろうぜて、l%～教えの小幅の改季が､‘教辱
に一回、絢暑ざ氷えた。他方，大蔵老側は、X.のつど､固媒財政の収支均倫・笥度の
た肋に､沌訂園体側の零求挺圧懇せんと零力した。）
(s)このような繊乞防ぐろ論争は、》tｵ,L縦対立する認主体のMI'l謝れの嘩求老扶
によりよく莞足させるような、システムの能力の畠阿巳逸引Mすものであうt易令，
「対抗約分叢」と吟ぴうろ。しかし紛争俄殆主体のfi"#!}為にっ(､ての藤絹捲為
を匂ることに職色する場合には、乏仙まｒ筋備的絢争」と壱Ｌよう。（維老の例．
底師ｲ凄遇戒楊|の恵縦'二甥叫る座師会の運意〕｡）
(4)漸進主義的襲革が､どの方向に、℃､の篭夜の大きさて､術わ㈹るかは、域'零
栄の拳魑込なっfZI､る構造的葡鼬重大さと、%吹に立脚しつつ域趣勃を進出る
主体d)、主体的力量の大包さに丘たさ氷よう。

（ふなぱ（はるｚし）
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(財政研報告NQ2)
構造的緊張の歴史的変化について
-地方財政危機の社会学的分析一

’ 梶 田 孝 道

１竿備となる命題群
地方融奴危機の刎丁｢を舅体自ｦに開始するに先立，》て、第二鄙以降で使用ヴる子足

のいくつかの政う台肱を営自吻肺用具き、諾命題の列挙という耐で整理しておさたu｡
・診稜向顕に関与している諾主'１本皇のﾘ卸各Ｅ行油ヲゐ場乞、〔0上ｲ土主体一下位主

＼
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ｨかミ(li)"ｨ也主義一屋唾旧上の耗合、と､、クーっの
毎 口

鋤の転叉!こようて銘主体を有類ずることが．ｲ露Iであ
る。Ｚ。乙､.(I)Igr77/クラートカ､』壬-活兎わ､』と
(li)'3『勅し、憾造的葎張'二捌惑乙あるかろ６，」と、
言､,域えることもそ､きょう。7ら圏のょっ↓て・上位主体Ｉ司・一方で‘咽新し！1績追的辱、
張への鯛,いくよ，て「垢導主体』とばソ、他角乙､し3自己の崎妹利髻への関心二よ’
て『莫啄主体』と〃う。下位主舶3,一方で､しき新い{満堂的亨張八勿飼心二よ’て
『軍議申し立て主体』と心ソ、ｲ也方乙､‘a白どの塙殊永I｣署への)割心二よ’て『防衛主
俳』とrよる(<j.A､T加加,''PIP｡dIAcfi｡”delasocie+亀､,!司吋う）。

、紅伝)種,患に関与している鑑主体の行動,３．名主体が身g,g,!て''ろか/詞嘉進上
の位麗、絵主体が妄動的‘能動的に弓|き筐'ﾅZ('るとこうの課職午との戯皇乙認靖
乏如さくて卿虹らなしI。乞‘！換え小,ゴ､諒霧群が各主体を定義､ｦるのであ'て、主
ｨ奉侵身力噌己Ｅ定義するの香し可ない．

、始主体"｡､､自己,くと，て切実心間顕として感じ‘る事態の範囲↓3、それそ､@l'tZ,
て､,る.つまり、毛主体にと，てのrl"'辿の箕､裳』ｹ｡c“。ｔ州e岡↑{･伽（マーナーサ
イモンノロ乳て11る。この這いによ’て．つまソ急主体力･引き壹けて‘‘つ謙遥焼
名主休廷碗ｿまく詫刺髪の道‘,によ'Ｚ、拾主体によゐ立銅のｲ土ちや諦制皇の頼莉
イヒの住加環色。錘に乞えば．「信理的叢名』Y"l｡naldisCoUrSe(ゴ､ハーパーマス〕
とl3"!ご鍾念理としてしか芳之ること(3ひご屯いので､あ，て、『調理』それ白峰が
〈莞現が､酒↓さない）、『え工な釣事実』としてあたびじ地理上の汚壱のよう!こ鋼フ
しているのである。このよう画「えエノ芸酌争実』としての「調理』と１３．主電!二個、
『壱鰻i笠.の錫理』っ手ソγ久+l｡',Inldiscnuj'･seに鯛↓Tるで札白身中立釣'｡i『調理』の河
准徽急でぁ否。こうし掩顔髪への姦急胤象身''塔の内部仁とと"まるのｚ‘１３なく、『論理』が鰄凱そ鳴よう恩竹野ル‘'えば鰯2や怖又の勺馳I蝿とする場乞
,二1卸、とソ胸Ｉﾌ重琴で､ある。
。「調理』の絹遠風.論争の運恥,"WLちか'い、委餌､誤譜'l宅観的根拠色あ

る。殆主体のn鋪が役の主体に詞して謝專刀老もうつるか参か!a・そのｺｴ銅の内荏
直り質だ↓ﾌの■向鶏で風なく、名主体の疹丘レベルで､め;芙孟茎畿の凋凝'こよう匠決定的
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に影響ざ肌る，肱て、これ医穏頑して立淘さ‘ｨ4-る主張、堀案↓３，認の主体のE!"、
5'3『饗昂なもの』『非規実釣なもの』として園ざ流されたり無視さ４/Lたりする。
・拾主体'ず、それを､爪力喧画している課患群、剰筈群言誠提とする限りで,鳳、乞

● ● ● ●仙なソ!<『整合㈱敏一賛し犬論理』玉も，て白Ｅ主張してＭ夛．しかし、こMMI,'"
穐知師うつる圏或と毛の鋤↓執､岩主俸のｽ土ﾉ知能上の位置によｿ規定さ戒て(｛

● ● ● ● ●

る。そj'し可リに『移合的な一資した論理」と!'えど､{ﾉ、存丘レベル,二おける７幅抑か
らして・向溺とrj>ているシステム/全体医間鑓にしえZ1、ない場ﾌ乞が'妙マある．例
え'ゴ、壱丘レベル各国白どの制星の秘術に鴎ｽLする「防備主体』句‘,し'ず『圧力集

● ● ● ● ●団』でし力､な$‘主体か､､それなソＫｒ蟹乞的勾一宵した論哩』を展開亨ること茜ゐ
リク会。この湯乞、『一篇しだ論鯉｣'包他主作のそれと十ケ‘ご力沸台クニと13屯ｉ<、
毛，'し"墹騨解沢の疋勿に銅実に享禰能Ｉ可ゞ 1弾ﾁ､しも庄産的な池のと'3言えな{'。
､ずた、癖'含鑿自吻獅の扉ヴペさ一つの重蓉なイヱ務↓ざ、各主体の「一雷した銅理』,丞
椴靴し、名主体の直恥り･即自的尭朔物産、彼５の北見域(々-ナィィ毛
ン）と１３雲，だ女雛劇Ｉﾔに位墨づ･↓ﾌ画ヲこと乙.ある。
、が稜システム!二おいて織萱的辱張が顕現する場咽、歴喫的'二輩化する．また、

毛の竣化にﾅ派比て、新し､'ｽ轆自螺張に釘して敏感幻主体､刷態の朗示・両恢'二
と，て重霊薗符割医票し､勺る主体もまた変化する。こうし疋主佑副.全く新た1二笠
威ﾂろ場乞もあｵu評､徹吟の主体が自己葦新'てよ，て池礎U窪坦ぅ場合もある.
さら!ごそころ､しａ、新し､､構造的零張g有効'ご把握しうるような新い､パースペ７テ
イフ"､新い‘蓉向哨似さ‘ｲ/しることが､あソつる。こい旧、執し、､『認知釣制鳥｣『ﾉ､Ｐ
ラダ､イム」〔丁･ワーン）の露'1憩灯ｌ１し１３『新しｌ,f総行動ﾌ｡ログ"ラムの壹'l出、つま
'ﾉ葬新」（マーケ=Wモン･)としてみる二と毛可能ごある。
。まFこ、|横遊鈎零張と‘､う臓危1割・斑のよう画テーゼ窪餉旋として('る。つまソ、

『減造鈎察張毛恥皀劇が､．殆の圃患Ｅ)痢示・締損しようと才る主体砂成の根拠で‘あ
うと同閑に、その鰻|界乙もある』｡駒つに．ガエ令遅馳訂､ｶｺﾆ杭１雌上の壕張が吟丘
すつ鰻ソにあ!1lZ耐威されうるし．まだその鰻ソで､しか榊我さ淋忽い。二才LI3、腫
動参』『葬毎参』の主観自境啄付与な､‘ぃ邨待澄剰と炭翌溌'lの運動論に訂す"急
燕な蜘吻ﾙ称視角から”‘削乙､造あう雲,ﾐ塞尭してわ､こう。

｜Ⅱ

Ｉ
’
’

’

’

’

’

Ｚ檎萱的擦張の雇更的変化
（|)「地方勵凍危機』とlざ、一殿的・形式負ｳ'二'３地埼倉珀体I二おける勵凍の『赤Ｉ参

向鰯』であｿ､(i)ｲ孑凍霧霞の増加'二伴ばつ受飯の墹久と(i峨収>､の想打帥系足と‘の
御のアンバランスの)古1蕗で､ある力、､具体的・実質師I=la、老潅刀水琴で､副顔貌不足
釣飼顔で‘易ｿ、柿又氷鐸の蕊ｲﾋーの|訊溺で‘あり、労働斧佇の右鍾ｲﾋの向顕で､あつ・‘つ
まソ、瑚漁の重退.面吻．重出逼めぐ‘るだl態関与擁主体向の剰雲ﾁｺﾕのI釘患乙，ある。
ｒ地号説凍危機』の直鯲ﾜ原因Lさ、嘉農羅講成長色可能にしたとこうの餉視約諾‘最
ｲｷﾊ変化で‘あツ、毛'l/Lに記因司るスダク'､フレーション乙､ある。つまツ、(;)バン|プレ
ｌこよう歳虫の増加とOI)形見!二ょつ鳥>、の燕‘ヶが'、二のが義遷招11提ので､ある｡伐，
て.地方慰凍是織」の鰯求と胤鶏騨鋪成長の域漫隆な’た蕪繩制度繩f目渥ど
１２６
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うすつり､をめぐ‘台)詞遡乙‘あソ、乏乢と霊稽'二職達して地拍自泊依姪橲童と､のまう‘篁
jif51つ､､,ブぅかＥめぐ‘る向患である．
(2)犠栗の地蒟説或Iこぁ､IIZl3、中庚J鰊T一語嘘府県一市町利と''ぅ庭営主体一

の重層癩迄E通して伽契,急漫営さｵLI創激,急ﾀ哩さ湫てきだし、中乙‘もと!ﾉわ'ﾌ童雰
可催'｣種戻してきだし今も実して'1つの"響、犬蔵潜、白う曾治と(12た中異官方乙､あ
る。大蔵冶の主零な課顕偲、(|)スダク‘ワレーショング)克服、(|り師父の中期的．短朔
釣淘紺色､あり、白『邑泊のそ和３，（|)地方臭ｽ源の細本としての鯛昂･拡托、㈹名，個剖
白応体獅乳9雄御.婚諄で､ある(聡職耐」窪芳轆）．ま庭従来'二洲'て!さ、地方
・国参貝赦上の絢這自燃張↓３，歩零'二,ざ形見形失業と‘,つ形モヒ，乙顕現し．呼吸
壱万,二ょ急籠霊蓉の銃伽･繊翁システムの＜クロ鈎鋤御ｚ可能'こし、諺仙二ょ．ｚ
跡美医完鰍し程．つまソ．モニ垂のｵ難鈎察張↓ﾖ＼も，1ずら『凄参肴梯ｳ」尼桟とし
て灘現し、滝の危機の鋳茨主伽包‘キ横政府のエコ／ミストにち乙､あり、被ら'の依

勃シ7.4ン郷し淀パラダ､‘イム､塲泓１３、肛噸鋪誉エリわ1ブケイン父忽痢挙お‘歩ぴ‘帥溥乙‘あ
,犬｡二仙包､今圃におuて毛漁然どして鍵わうて､lgllなuo
（３）今aの処方師鮠沸の歳攪と"が熊還、伝装繩索峯のタームで､表現可‘しLげ、

伝枝團ｽの系犀．外部蒋鋪の移籍､/蒙績の剰捻の杖置で‘ある。二“が､集中帥鬘現わ
乢汐のかﾌく郷3うぁ!よび毛の用辺地鍬で､あソ、構萱鈎需索lg主璽I-lar丈郵市『古'顕」
として鯵見司る(rだ卸す｢古鴎』１噸返伽ｊｒ遥欺問題』色､芒あるか"．この'釘盛I＝
っ！{ｚｌｑ＝で､し３-切融帆剛')｡こうし危織鬘鈎轆晟の存在位置力‘ろして、そｵＬ
暹長池画毒釣1言祇lノ、芝の|釘溺の痢示●鯖沢'二向1丁Ｚ長も数尾|こ釘ｊＷるの１３､大
獅希の他氏おJご次白｢6体堰当箔ぴあ谷．さら1言、ニゥレ愛危榊将して、新い$パ
ースィｗティフ､､、新い、/ぐう7､‘イムの摸索と．還れにJ言るｌ句溌の解明力､嘗式みられる
ことになる｡最近の仁笑鰺溝べ『,生態螢的アプローチの登場も、こうし疋女月純.粗
えることがささる。また、こうし乏針い､ﾉ､P一スノｗティフ,､、新い､誉悶も､‘'、鄭年
官職体至中llu.とし怪う鋤暹旅,こしZTツバされつ二と池迩.ニソう3瀞？衲二調1丁る
ｒ＃ず慰猟刷潟調査/弦」乞減にし握宅動１３､毛の一櫛'lひある）。
’二つした新い､震の危機,遁掴しだ時、〃､7Zのケインス‘鈎危榊二主蓉な役割き
課し提中段政府のエコノミストＥらも、ｆ1ｺや乾立齢鈎なI古醗瀞天主体とI3言え'すQ11
彼５にょっ,蛎蔀獄も雌１，台り乙啄っ。〉ｨL13第三節で述べ‘る孑定であるか緋､銅
包､家電飼溺が､ﾌ<蓋岬白沿体．ｲ生氏によ’Ｚ提走“水、､乏水か'ﾝ左のタイ“・ヲｸ・
孫垂創麦に､媚勿ｚ中獅吏府,ニようて詐行台北駁ｿ上'ﾅ!jうれると、‘う學実彊見壱と
,乱，ざ!ﾉずつ｡息霞塁希成長凍蒙と総霧愁t御'二よ壱霊気の#鯛と-、‘う説Jろ｡'課溺
乞餉提,二ずゑ限りZ{風、を水なりに邇令')主込もうた稗狙､制度､施策も、メこ獅市間
融として鴎硯し足論い$》錐的啄蜘ご訂して１３．１ﾇす！しくし過合､'ﾄ生乞もっと'３壱九苞
＜なる”'j-乙､ある。
．また．こうし正大蓋昨洵頚の)朝示と、毛水上虚郁勺乙､137JL1詫制ﾉ肇("､組税締り

箱墨）の稽蝿息､夫郡詐自｢箇撫そ堂‘二鯛身すうテ７／クラート．ｲ蛾．琴龍たらに
よってのみなり郭､、野党園会議舅や労働組ﾉ乞にょうて弘提配され輔Z(!ることI惑
事羨むある｡槽が重職期倣.誰か鋤,皇）鱸量J議し､嘉熱,&,:)漉肖軟的
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して（部分的と'まuZ)1詞題解決、締M段電津に戒､z力しZIIるか

ｉ

１

ｌ

ら議事惇I｣の絶亦Tとその権可
毛こる、大郷市'古1題に釘ずる鋸主体の倣感さ、液いし13鉈ﾉ塞さ捗副定する上乙､示

'亀餉なll<つ力､の事例Ｚと．"′'フ・刀､,ノフル乙みよう。
・危地方自｢3念とエ端との'罰で､の「仮雲協止協定』の錦話、お‘よ次国の葉弾チリ

士厳しい算葬の獄用（主としても｡耳代健半から）。池浦修ｨ卒による舩自の淡し、､群が､
一挺のダイム･ラク､､Ｅ〈半呼いうつ､画しべIﾚかの差噂應､ヨリ殿し‘,もめに蟻えてwPく上乙､大きす』力とね-’た。
・七欠奮脚'二よる自動車靴がえ飼浄搦動(s将､j-Sb,3)｡七大獅命捧新園瑠体あｗ八f|¥

がｨ'噌躯しだ尋rﾔ1承ﾌ゚ﾛｾ､外･チームて､､ある『七犬郡命自勵車墹卜銀が､ｽ想制『釘顕調盛団｣による沼動ｶ゙､ミ飼'la
憩を諺広論争化し､国ﾚﾍPIしでの厳し､､蝿荊値の減甲に識しＺ大きな汪刀と”'た。
・武蔵野市、町田印等の大茜肺l丘神宮沿條ひの玖律スレスレの↑祇埴等｡封蔵蜜命

の､ｇ總愈間湧'二からみ苑魔なでン宅ﾝ規制や､田佃印等のﾃﾊﾛ",１，，-に打媚行鐡箱等1-13､認伸Ｚし即
灯､'しl3朗施'二度辰と謡える上う勾牛鐙か､'どらMていう。そこl>FuZ甑律'さ,行猟打職依郷すべき茎罫というよ
り協穏頑な!'し鍵頑仕さ､､繩え't歌い濾室栩上さえロつZuろ裳にう主売ﾏﾝｔＩさで‘ある。
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このよう'ご犬諺岬向覇の開示・解沢に訂して莞端的僻唯戻して!'るの'３大郡手
白７８体であり、中爽凍府la¥"の猛追１１に麹台してllる。そこで･加二､地ち良ｵ政改葬
プロI､Ｐ-のケ野乙‘の郭IIKuくつかビ1!/7･ﾉﾌﾞ",プレ乙みよう。
・寝津守の魁過熱蹴款(夛特‘『～）。摂津市1ﾖ祁ｲ織所の建殼,ニイ物う,鍋顕坦餌当と

して.凍荊g綱手に､r露塾『陳‘晴』公Ｉさなく噺鈎とい州ｸで･行鋤産迂こした｡e卿.引斗薯の一審で‘徴斡し毛か､．-
この内題の尿工'稜鈎廟示Iご栗しｚｌｌさ力１３､j､r"ものと13壱九噂ｕ・
・淘戸印の「行節減制屑調穆/註』洛動(勢?.ｇ～）。脚飾の即鰄建のう狸gさぐ,る程め､懲

識蕊疏箔､経翁叡代歳､湘辮代歳,=殿旅,命鋳鱸､市恥需g猿成員とし莚錨欣され､神飾政の智麓鯛醸
し唾浩申底行竜,ZIIる｡こうし辰通勤から､新い1営向釣砺栗鵡鰯捌ヱおり’兇こ!二1蠅肺向噸への支聯
鈎穂識､勅る､､↓卸『神肺I3巳犀一の震寂箔卿｣という日南力憾'Cl54しも（瀞F印q尭動Ｉ菰,獅鋪傷卸命碗‘恥
し瀞?論問題澗窺所)‘二詳い､J・
-ｏｒ細厳埼¥II阻塁』撤廃の問鴎ｲﾋ<幻.～）。この制鳧la､"毎代毎脚鋤成長医ｨ魍可託",と
し莚減能してざ尾か‘‘ご淑力･犬蔵始等i＝調‘ｉｔ部分も”か･ら轍廃ざ岬t3'K'く浦詞さ帆z幅｡二噸麓の篭求,g、鵬人
餉から窃螂副力､ら出ざ飢餓1丁zきちが，､規宴毛裳えるﾌﾌ'＝Iまなりz⑲刀､ﾌだ｡と二3力鰯､嘆恵郡鋤甑輔鰯密剛蕊昂
の瀦寝壱が犬蔵泊区論争の蹄八と引き瀕し､漁踊Z凛体的溌琴ルペ'し'二のIずらせるのIこ研功しzI,る。
。『事務所･亭藻所税』の這ll設邊程(s4f8-雪｡)。とニヌで､、こうした丈郡年倉制孝の

唆遁!｝生、中衷凍摘の偽１重､､‘｝乱区喫型酌'≦示窃孝倒が､、二の「奉瀦所・事業所税』‘り
得隙漫総秒あつ・そこで､この琴ｲ5'lをやや詳しく屍ｚおき之$！・手司・重電越出系事雌､
'丁を鰯系刺的に追うｚ〃よっ。（△印1･肇電）

附冒､l｢崇京郡新顧報獺程､罰熨/区』岬下､新醐蒋､町)第一坂報告｢丈獅苧闘魂の;猫穏』モ誌患
ｗ ﾏ ﾖ ･ ' ２ 新劇堀研 ‘ 藻二塊報告 r 新い ､ ｲ 蝦鋭のあり知モ軽殻 |

▲197細弾獅13新砿韓研の掘壱に舶隠さ,払人灘猟の冬均一鎚渥課税の灘樋宋定(,2,．今'尖｡”
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’
１

’’97余ろ‘,宣鯨郡r三郷戒の陸報道の実継思勘Ｅ器表
〃7郷､z7大蔵治､畝人,の鋭曾旭割名医示し渥噴本極鵡級:１漱人餓鰊蝋旬をZ且延鐘と､家郷’と

欺醐韓翻i二痘詞[u人後、雨到左の銅牢h,I'醜くコ
ノ9弾'７糠来印､鍬人〈蝦税の升均一鰯漫諏戒逢突抱LIZ,ﾉ今/怖”
/9"紫ツネ鞭､吹田､三畠､撫硬諒等､難人性涜税の外均一餓匿課税諜抱ｑｚ､ｲー ｦI輔ソトノ

匡二の猿､一かい二lzjhだ’て､ﾗ弘二雑の引上Iグが､荏口白瑠体'二飛喧するコ
ノ9〃糸Ｉ２諭師漁疏､尋三次報壱『だ箔御奪急餌狗獺秘｣乞端承
‘9帳ノ〃葬餌瀬報告厄に篭脚餓涕!'の升に曜正』を耗表

▲‘,"､３，地万純夛畑正､１コ急EL雛､『琴涌所･雑禰伽の椀ll領､認人輔税の乏嘘課鋭上限
．、儲'l"LI化｡今喝‘ｚｿ｡)、痢経家薩郡だ､姉が､除‘ｿ･W2､郷13引き下げ､‘鋤蕊

１９ﾜ雛車索郡、鍬人諺脈繊の融星潔猟鎮抱ヒノ細今Zo,7ﾂ｡）
E=の間.嚇郷Ia同和間鰯､集殺郡三匡向顕暹勿4,3節劃､=ようZr捌帥璽白｡雍新噺
う辱獄の赤測瀧ﾉ､御必犢の誕疾'二<糊い廊裳今活動のｲ尋止］

ノ97』,了新貝ｶ癒脈沸垂填報皆ｒ子'Z亀孵榊|と醐凍鰯迄の茂箪｣苫努承
ノ州､気zク欠赦､沼、歎職漁師尋垂報報搭'言雇鋪。ｒ在藻ｲ勧浸繊締ll．鯖叙力!'､Z3』しかし､同お

も噌引箱慶Iこよう承人多繊の苅躯霊が､針〈鞄､円もあること［Z型ｴー謹竺上・
I9'7f/､/予享礒郷,灘甲観定叢産猟の忽匿課税L/､牛今八州区らﾕ轆衡､ら実泡の方針【茨の９

，』人上の紬豊から，」定めよう噂能美芒読'ﾅとつユとがる､ざる。のこ‘ｹＬ３乙園命'二お
入,て瀦乾にようて曼忽8主渠されてい鐙『不仏平栽剃』叡葬の嫁座ロか､常涼瀞'≧よ
る歌人亭挙城の不均一魁膨鰄にょ,ｚ開かれた｡(2)この'制覇乙､、新融狗廊という
野１勺;くヂク／ワラート焦団が励めてたさば役割を栗した。側東京獅仇実施に弓|ざ鋭
a.MLp吃国の藷肺皀堆体（と極劫て短湖向のうちに強反した。〃中壌凍脚刃､-
こうした大篭沖白ｒ８ｲ恥微剥凍葬へ鋤屋動き、『輔所・季謀所税』の創殼という
弼谷猿追↑‘釣,二満話し叩ﾌれ仰ならなくが，た。蔀だ＃この鏡制z征蝋､に、龍寺、
御の繊孝差引き下げ'ること'=よ,Z(/糸｡ﾗﾉ3.z%)、卸の「行ざ可さ"』‘二歯止めＥ
〃'丁た。

Ｉ

｜’

、

１
’ さらに、じ人よ二に品Ｉﾌ‘た諺手ｲ列Ｅヨリ軸参釣篭tルベ'し1二おｕｚ承治じLみよう。

(I)勉めて郡郁‘，乙､あうと旧いえ、復葬の端錨となるようta順綱示か，、丈創命'釘
顕産泥える大老０年創台体の甥かこよ’て可能と姉，て''ろ。この麦I3『絢圭向簿張
＞t",皀蹴か､、託の向溺の向示．解ぅ授暹鋤垂･ツ主伽『ｸ欣鋤卿拠で､あると同鰯にp砺乙．
あつ』というテーゼ‘を寂ｄ７ｌ毛繩認させて＜肌る｡
(z)畝得のｒ葬新』能主体("､罰乾、労ｲ卵自信）の↑了動旧．鯲体の提起した)創韻

客ヨリ増賜させる力13あ，ても、顔葬へ向けての向激撒丘箔でぶｿ主彼灯り‘二句§二
と,涛実上り《。ここ乙､、回乞ｸ,兇ｲn-の実‘霞帥低下'卸弦調さ肌ｚよい･"'lえ同‘俄淀
聯‘,維語の凝止即龍汽融制訓尾の膠鋒を、噺覚り風なむ,凄三にわた’て主張して可
だが、こ奴が頚駐電えぅま血二(g至，ていい!〃ずた-労伽蛇（向[鋤）の地
柵ｆ猟だ〃羨の級りち“課題｡!領えの荏乃,ａ、主露,二圃「人ｲ憎婚に荊仇可う畳｣ニー
,↑胤牢』としてあソ、鈍卿虹融凍の鋤P恥い創欠獅祁鼬の箇献にあた’て、
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１
■

特擢帥耀劉を象しだリ代署柔を提示し尼リすること↓ａ余り期侍るざが‘，し．ずたゼ
コ1二楯ら？樫sffa#曼伽恥力噂中し甦11るわ!ﾌ冠もな‘１．労働組壱・野乾1二装鐵ず
壱の!さ『防衛主ｲ本』幻性格(“､値上1ﾌ.反封、乞理化京付‘人件費或琴粉砕)z､あ,ﾘ、
煽縄2合抑制雇蕗篝〈“櫛の潅鰻の塵への郷譲、不仮平糀制の皇正）への志向‘ﾄ生!さ弱
し1．この場唐､労魚即野党!訂跡姥織i蝿に封ぱ泓却屋『整合‘”一雷した
鋪擢』乞もって主張して偲!'るが､、這れ'３１ズチ､しもゼの穆低しべ,し'二ぉ川て、制段．

リアリ子イー改葬の鋳壱に罫､る,く々 （犬蔵治‘白う自治等）と現実Ｉ卜生産茨潤しておらず､、従’ｚ中
堤厳粛の千'フノ７ラート!＝故うて1言非現実白ﾌな童屋としてきぎ論されＩ琵家として
現実毛変えるヵ!二なりえて１噸｛!実!ご笈尭すべ‘ざで､ある。
(3)こうした『え士含同窓』の開示・解釆にla、丈却ｵﾌ自治体のテ'7ノ･クラート僕団、

とりわけ専門参湯畠が大きく寄与して('う（“､師.新勵漁研、七犬悲岬自動車ｺﾙ‘出
ヵ､‘ズ縛儲燗顕調査団沁乙こ乙､咽、専門参のもつ斜挙惟･和判性が行凍能々と認信
ずること｛言ょ，て（罫参(喜阿崖）十擢ヵ循象））大雪,』力と噂，て‘1ぅ美が重
重で､ある。もう‘ｹ･し詳しく述べれI甑｡､海銅自泊体'二おl'Z，（り臼弱体権刀の掌握、
LII)J='椛職の粗!'今の狙釧上と動員、(liり専rf1齢‘よび､ｲ了凍担当箔による輩葬の鰹念
の洪潤、力彊成さ外/Lることによって、一方で‘!さ、紛争ｲﾋｚ可能(ニするような分村と
提壱力･なさ水（“劾耽原珂!二よる提乞）､他朽で崎、緋色体潅力下Ｉ二あ､し!て、謙奴
旅屠を突破ずつょゥな新税制の徒等的実施(e"<､界均一詔漫課繊の実施)がなさ猟ゐ、
そしてこれか､力些屯’て、申巽卿嚴rに灯して部分的'こしろ老飾自珀侮の靭確菫'ブ
塔れさせるに至，て11つ．(i)(il)(Iiりの契機が融逸した端乞に!3,郷卒としての白職浄
のもつ力瓜、一人一人の毒箔・専向参の微前納二"E判､｝註への錯体･霧散してしまう外
I誠c｢い・また、こつしだ”乙､の』暗ﾘ{こよ’て始めて大蔵過等副詞攻上・技術上の満
争の土橋へと弓|ざ壷すことが司能とU,て11る宴が､重零乙､あつ・つまり園象官ｲ秦た
ちとの漿難の-定絢雲の接石毎しに胤約季13可能と13『よらい1．ミの実,≦肌！
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て、獅餉自光体の行孜穆当強の雪rf̅1家たちへの寄与彊邦画すべきで､ある。
(4)中爽政前と獅却自沿林とのﾅ城1訂、津1重箱ヵ永孝の『上ｨ立主伜v旨.下位主体』と

､､う視禽からのみならヲ､､、猿造的緊張の霞お次釈菟の先鋭毎鰯規の場の感嘆的職上
と‘,う親角力､らも把握しな'洞/しばならない．がうてのケインズ,的危機の主伶で.ぁ，
握中庚凍病l3，天櫛舸さ1鎧'二鯛する限ソ猿追い釣f妥割しか果しえて,,なllo大蔵過
皀｢台治'二脚!て１３，篭のfoc"う｡ｔα廿e",fi･純力悩源調鑿ﾉさ1鼠ｗ〈ランズ向憩1二彙中３
るのに詞して、卸市自老体のそれ崎『獅市修鴎』に雀申し、景寅彬失課'詞溺の銃御
'二1瓢する主役'３中項凍府の官僚で･あ，ても、大郡命I古頗の崩示・解瑛の鐙と灯る生
ｨか!ざ櫛命宮珀伸孑７／クフートなのである。涯彼らが依拠”勢誤ra、『新し
い溌漸誉』で新し‘‘凍讓糾掌」なので､あ筍。鯵ﾉ､上のよう!こ．新い,構造的奪張一一
新しい主係-新しいパースヘP7ティフ･や新し、$誉向、と‘‘う釘加詞係窒疑非とt，
龍記しておきた心，。
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斗制虐霧尋の主体Iさ誌か３
錨主俳'ず、地方勵凍制震の蛮葬!二脚矛錨関与しうるｚ､あううか。二肌乞検討夛
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、
Ｉ

１１

’
’

るため1二、きず‘能韮ｲ不毛行鶴可るためのいくつかの茎弾屋提示しなくて１３なう噂い。
(I)システム全体の銃抑‘漫堂!二劇わる力､、自el二と，て切実『J単一の分り窪'二閏わ
る力、
(Z)訪い‘猿痘的緊張に訂して敏感で､あうか、みわ､
(3)『ｲ満』か、「葬新』力、
まヲ､､(Z)(3)から臭ていこう｡(3)『「得守』か『葬新』か』という分鎗!さ、ここ乙､l3

第二義釣重霊さ蓬もつ!ことと､まる。なぜなら、掴じ『葬新』でも‘『防衛白燗争』
Ｅ蟇調とする労組と、新し､､減造師需張'二敏感乙・あり申展凍府!二敷くるとヨリ‘|､さ
いと‘３Ｗえ,ソスァムの銑御へ勿劇心Ef,つ丈潅吋葬新自充降の鯉三毛とで&L3太さ心’
勘,排．あるし、『ｲ満』自充ｲ牢とし!うても．大卸市内患へ副詞郷のｲ土角'二お[!て蜂
新』皀冷体と太き吋直､‘ヵ、､あるわ↓ブ乙､鳳小'からであう．ゼォしよりｆ実霞釣り澗盆
窪往んでいるのし3(Z)『新し、､猿造的転張に詞し迺倣鹿がるか』と‘､う行猿鋤であろ
う（これにっ‘!Z'･芽二.三計で､詳しく述べた)｡(I)!可〆〒7/7フー＋的調理力、
あるいl3笠溺強的論理か､」と11う風'二も言!‘堀えら“よう。「デ7/7ラート釣諭
狸』ぃ３、システムの裁御.運営訳‘よびシス〒ム全体の均衡ｲﾋ産品の嘉一涜酌課諺
とするﾉく々の嫁用する錦理で､ある。また、ここも､『シｚアＡ』と１３、さすざ､きな潅
ヵ水琴!二ぉ'1工芳えつこと力･‘で､ざつ実'こ立尭してお’こつ。これに灯しで『生懇箔的
調理』卿、佳韮のz姥および自令握らの俸団の遅命の汲謹1二労力しようとすう人．

’

ｌ

ｑ

ｑ

１

ｌ

ｌ

Ｉ の流用する調理で､ある。
そこで0)(2)司勇蛇左証させると尼図のようすざ分

憩が可能となる（ここ乙側「シス〒ム』９，日卒
推伝'全体とする。従，て、例え,'ざ家維pと､､う自
剰本‘3．索京郡というシステム虐就御･運営する
と‘､ぅ亀個末で､『テ７／クフート自揃型』ｇもっと
毒える刀｡、日本輝な全体と‘、うスケール乙､貝乢１３“
ヨリＴ生箔蒟帥諭理』をもつと含うこと６乙‘ざる)。
［ﾊ]一このようrょ主体１３、琴実上褐丘しなLル。.EB]一ｨ3'lZld､ず大蔵治、白ぅ自治。
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’ ロ目ユー稗年自玲係、ヨリ正礪'二壱えば、孟飾自贈鰊テワノクフートと諾住民運動
と“舵．つずソ『〈ｲ斌一参加>溌磯（ｵ棚峨夫)。

伽一参＜の農脚皀剃*および，ｲ蝦が､こcKに相当ずっとfﾉ言えるが．不倫鋤女雛
上昌一'３‘重軽'l､萱彊もたなし｛・

泄乃甑莎鯏風ﾉ乞鰕の改葬にあた，て(３，（脈工余システム乞係の銃御･厘轌と、(ID● ● ● ｡ ●

欠獅#’向籟の鶴来Z_t､うこ大雪ｲ斗のえ足加伽郁あるか、それ産充たす単一‘'１主体
● ● ● ● ● ●

'３宿はしない。従うて、さしあたぅてしさ、〔6]乎喫凍肘とβg]大老肺'二読灯うぐ行凍一
ゴンアレ､､jワスー翁加ア梯合体と、｛う二つの主ｲ本が、打立・抗争・相互郷判し合うことIこよ>Z，

昶互に租手の欠裳呂神い乞い､総果としてヨソ秀れた維尺の可能ﾄ鈍權素していく
いA外,壹展翌,ざ画し'で‘あうつ。つまり‘両主体の泥互斌判餉群行為が生農白狗形乙、
一つに琵動すること、つまソγ打坑自術案』によ？て故華老めさ"ずｗ卜1二万週風な
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いで､あうう。ｂＡ上が勉めて大紺杷口楚葬主ｲ本の凍詞である。
ところで'『生遇箔的論理」医１つ人々 }訂、『ｲ満』『葦新」さ向わす"ｒ圧力嫌団」

白燗職､ら逸収ること!ささぎ心いが．こうし危人麺の中。,-曾陶主張’こ．挙噌３１江
プフ集団』と〔､う分称を憩えるよう屯新し‘,雇里白り資､Ｅ認めるか参肌3、明らか,二価
値矛II断の力､らむ間鎧乙､あると'ヨ''Z,､紫して舞調で､ざ7JL制韻で､あう。注Iこちか;ざ、
(I)「テヮノ'7ブート白７赫里か毬ぅ舗的論理か」という斡産勉震!二章現可否主体(e"t
犬蔵殖）1二と，てL菰．『住溺箔餉調理｣を池，だ運動↓３，ｒｲ鮪」で､あ乳『葬新』
で､ぁ肌、きた『鰯肺j鑛尉'二放感f握勃』であれず愉彦職菫の運動』(e,xロ本屋l”
な）で､あれ、ｒ圧力集団」として酸診と('う意味乙､し3丈きUz,37JL'.こ勿夷味･暦、
窓/含〕重勤13〒クノグラートによ’て「丘力壕飼」ｲﾋさ水る邊命忍質境，てllるこ言
"えなくない。しかし‘錐ﾈ土ﾉ会邊動や夢二1Zol才に衝い嘱史釣雛頁jうとしり‘と
いう薩巌そ"'し自身も、鯵昊として窒大な価値羊'l断を痔５込ん乙､,(言こと,二愛わり凪
ないので‘あ強。従，Z本糒色､↓３，②『新し$ｌ構造的琴,張に訂して敏柊か参ｳ､』と‘，
う車蛇･(Drf7/7ブート的諭理か撹鮠自蔚理力､』と！‘う勅と剛鋪に重野白・
心のとみなヲわし丁で､ある。「葬新』側の『ﾉ壬〆7集団』台吻aZ七厘段目棚く示グのか．、倉遇労腔か野党で､あソ、
二爪らの主ｲ卒の主張IこぁＩし'てta，帷ら自身の茅II塁閏叱と彼らの主張ヲ含立論とのｊ劃
Lel3力噌ｿのギヤ､ｿ。．が得"ヲう。こ"》実風、ｒ政笈匂非轄合'l!生』と､、う顔更から
し'ずし1加里判ご'l'Lる(13'lz!ざ､国歓逢犢値上Iﾌ､Izl3亙釘７うか､.葬新自粥体の公営
仁藻ｲ本り値上IJMく噸尿する入そして．二の麦Ｅ「津新」側内部かう躯判しZ}､'
るのが『須代魏信研究集団』等乙‘ある(&ﾅ､現代鱸列『地角柵ｵ政改津の墓左方胴
乙「潟ﾈ広傅先政深」のありちにつ‘Lて』伽百,‘｡)｡しかし、地方勵孜制為画津潅
問題とする隈ソ乙'し３，吋立帥』論蛭'二国執し、『政策の濯制注』を実現ツう二と_!二
場力Ｅ払うニヒカ｡、'喫手､しも中涜瀕策の官偲ちらを動かヲ力,こな省わしブZ,lJUしI｣,
fよせｗら、中喫卿缶の宮ｨ濠たち自身も、侭う'二画狗噂ﾅ｡“･ﾅαfiej,'fio"をもち、綱
自な『論理』蓬も，て!'うかうで､あり‘披ら1ﾆようｒ救う兄の定義！』『課溺設え」毒
標‘調してなされも議論↓．、「f>と乙ｒｊ論議』『非現実的輸議‘』として郷触れ
てしずうから乙､あつ・主張や提壱が凍蔽縄に課<食‘必乃ようｇもので‘あうＥめ
l-l3，九､しう満畝漁師のよう!言、自ら剃髪当尋箔の一重として、利雲荊f匡樹笠の変
更逐実環する危めにデ‘一タ・坂術･知り住這う｜しに櫛重し、そのこと1こよ’て'銅触
釛孝化し、官瞭たちを共通の「ﾕﾆｲ表』'二副主虫ェねば､なら噂t1°

さき恒Z,勵謬翻り扇z挿の可能}塊、申展凍胸と淘市自過体との『会轍酌分藻」!ご
求めだか､、これl'g鼎ﾉに碑純化しすき‘足飾提に立.,Zの諦論で､あ，た．第一Iご’
『シスァ公』と壱，てい!ぅ｛１３で』権力水準'とおし(て秀えることか"で,ずるので‘あう，
『z、一フの主体しき品3水琴乙‘,し可ｒ主ぅ雛』'二血！1が､､３尾も，と'下位の水翠乙､13､
ヨリ‘|､さて』システム五雄御･厘常７や主体z､ある。このよう馴噸鈎穆絡逐ら，廷
読主ｲが‘重層摸造をなして<!るのが‘外心らぬ顛凍獺塑ｾのもの啄醐であう．第奉
に、「テクノクラート』L_r庄茄箔』と!、う星勿も序ソ!二単鎚乙あり．乏二で｡ｆシ
‘クレ現実'二通ﾌ､くた夕)に、主体の行動迄魂の三つの刺霊廟心のｲ蝿にﾉ分節化し乙挙
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よつ.(I)システムの馳御?遅移をl3足し、システムの均衡化鍛規７うこと八の
lZl!dシステム'全級への矛唱閲'心ノ．

(Z)他の舗主ｲ卒1二打して，庖己が鯲紳･遅當ずう分鏑(凍蒙空間）郡*術・
鯵えすることへ刎掲't>(組鐵としてのか飼利藍関心）。

G)主ｲ孝乞肌自身忍補奴可３メンバーの粋･制婁師ｳ街・〃尺可各二上への
|"!c(メ〉尺､一の弼自”ﾘ雲間'●）

一ｲｹにしｚ『宮奉治』を秀之恥'印、0)l可地方財凍シフLテムの健全な耐て,､の裁御・
漫菅馴了なう二とで･あソ、仰3倉塞殖の権限績叡､玉他の誰主体した厳､、霊謨等〕か
ら協倫し巳ソ私にする二と１１努め、ｲﾗllかｊ地ち灸ｲfi:舵鱒騒辨としｚ私たしょうとハ°--ドナー．
労力するこ-とも‘あり、（３）↓３，州え即自宏治役人の天下ソで､ある。また相手の主峰力‘“
雲釧/U30)(2)(3)(とりwh｣ブ(りと(z))のもう尭固末そ,輩わり、『施導的・異誠申し立て的
尭･派』乞も，にソｒ孕画脚．防衛酌童啄』をも、ＥソヲうことI乳泣還し'抑"LI3､､
がうひい｡ｲﾂIIR_,'3､､宮うち治の場乞、0)(Z)l3，他治Ｉこ打して!3M3倉淵李約卒の箱耀室
秘術.払尺すうことｚ莞｡洞§力｡､“倉禮伸や緋台労に訂して13理行刑巌力‘弓の逸脱
の鯲制'ルても働くのである。こうし尾猟酌・重ﾉ脅帥位/昏さも’星諺主体か､そ
舩圃庇重層駒!ごヒエラルキー乞構成し乏し'うのがﾒ土含権憧であう．
以上のようＵ芳九施侭繭1二詞‘｛た扇乞に〔３、さき!？上'の「地棚刀凍制巌''霊隼

(＝!。、中段疎7滴と箔肺自焔体この『打施物藻』が'虻辱で､あぅ』という表現も、次
のよう!こき$,沌丸な1ｸ伽g'毎うなllQつヲソ．こうした『孝義釣・壼屠的主イヰ建陵l』
の申込､『乏鯲』『訪倫』が､追及さlrLとり、ｒ打城自吻藻』（つチソ『浦導』上『填
議申し奴』との連電力)が実現されたソ”わ!ﾌて"ゐソ、さすご謬な施力水苧‘銅
しⅦ『湖"物葬』力"ヨグう鵬ヒイ橇"しそ狂らが葦癩ｳるgとによ’て、地うi伽又
影I鵬!漁俺１本とし工改隼ごれｺﾆと1二噂うう､>tし (̅塗のz洗lala,毛小童､け徴葬か
ら遠のくこと,こなうフ。だ力･長後'二強調してあ‘くべき二とla・あ弓咋う沌力水浮・
勺鯛に胸に，て寺更調紳，で、あうよう諺J卵鮠機の齢梶策が見‘‘虫さ肌‘「詞汎的
勺漂』刀蝿埣として主だ”!こ｛卿するのLJ繊孤･し困難ぢと《,うこ-とで;ある。他の諾
主峰に詞して、＜イナスの睡羊1脚粟を笠みことなしに、一つ")傘茸鯏丁烏暹ソ乙も
禾司能をあう・含‘、鞭丸仙‘ポ．一一フの自虐体1二と？て漁一緋の賭導・裏議即しうＬ
て《端』６、念わりま,r)7-E他の能主体か甑ｒ塁脱･防衛行為』９行"うごとをｲ足退-
しぃ叱も限り〃&!のさあつ､刷込!＃.武蔵豹､町田年のような｢項能‘よ』丈診碑
迦郷周剃フトのデ‘イベ､ロ"ノパー規制↓。．スプロー'ﾚ化を、毛れ１７と"『項能む'ず巧い』
，雛誰主ｲﾎへと押しや3鰕界となろう。こめ実旧、誇仁とも強調してお'か､胴'’‘､舟ら
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’少人上乙、悲絹の主旨凶剛ざ述噸冬，左か､､最俊1こ、この)司鵡組Ｉの二、三の頑角

力‘ら眺め急二とにょ、え．ぃ人｣ﾆーの読明鋤、うユと!こしたし､。、$ず肌も、EI*I二おい
て地方園が更危機力｡､漁し､､浜駁遅動的様相医と-リにくく、卿綱憩代い二くいと‘｝
う詞裳'二廟舸うもめで‘ある。
CI)r争議､釣・重ﾉ篭餉主偽塞閑』を臭ｚ申<場信、日本のね'全拘置の特殊‘卜鈍押丸、 １ ３ ３
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てお'<!WL鰹か‘ある。つまり'ﾖ本1二おllZ喝、毛主降の重ﾉ霊的とエラ'レキーか強副な
稲で､可主)釦なく弼泳‘芝れておソ、丈･‘}‘自溌目織の重熔自勺集鰭!こようｚﾈ莚令力"別1五
’て《,ろ。言､噸え,Ｍ識目蕊吋の集猿かいか純紬$鳥ウい､勺尭味で｡『真蛾桝典』
化の傾句が､強いのむあつ。埴4'しゆえ、アチｗﾌのよ’う!二分権化のｲ嗅向が，強く（例え
(ず、号炮域向の絡莞是正在目的とヴる地方をｲ測齢鵬と'１，星ものiま得庭し恥')、
肱，疋巌p疎向といえと‘池フ･ルーラソスティ‘‘ノ'7葱ﾈ種全て猫バヲ３-溺永霞毒沙し
か噂、､回よソ1ｺ、国家レペ'しZ‘為迂琳つ制為凍琴のもつ尭啄'鋪？と大童､‘し、ヨ
リエ(1a)権力液早1二位置する主ｨさの果ヴィ鋤ig|,と尺芝､I｡#Z､アナl/ヵ．,よ
うに今人滝・多即壕ﾉ詞溺'二見うれるぷう1二複数の価値の芙狢・釘立z特徴と稲,ﾌ。
ルーラIIXi'ムのｵ玄ソ欲乙卿、園施ｆＩさ1溺と‘、うすぐ水て朽政帥・涌鉤馴飼毛一の強tl脚鎖
といえど､ｔ・実鏡な雲炎，ざ更徳と蕊閻係乙‘‘3ありえず｡､、髄，て瀕し､$ネエ,乞運凄力‘唯
産“ｨ干すjう鋪２，|堂か"尺で･あぅ（吋蔽尾勝‘権力と嘉加』榊冨ルしり､ｕｇ本!こ"ﾂし１
℃1急、地方帥鮠減'司溺に鯛すう限ソ、徒鋭鯏乞食z運動I訊脅偽!こ退き、ヨリヤ祇榊
・通佑餉沌)河溺として撒尋卵傾向が強い。
②こ伽3吉､‘娩乙加剴､地洲倣危槻轆鯲'淘"し蝿紬争ｨとめ〔{理由剛

詠Ｊつ。海蘋紛争化し{こく‘k躍凱3、Cl)z､延べた実,二"pえて、(D他の友余刷馳と
異り、鮮明な敵･°禾加蛎江しり!)司鈎で､あソ．窺代か食I二おけ3誰主伽旬の『網
到；<宿､}堂』蓬製理師!二もフノ詞溌乙､あソ、(iり群の主善箱争'1師了な，て､‘宮中喪Ｉ攻
拓上客岬革新白鴻体と‘〔う一大釘左か‘‘、行政担当箔些し屯の矢虚のエートス．矢過
の課態至も，て方‘リ、（{”＜のｵ種'伝l壺動が勵卿司懲と拳実上関胸，て（１３としｚ差、
恋骸漫軍刀上'３卒采的に一躯元帥価腫直反逐走向ずう剣(ご訂して､副凍)割迩とI3Yl'L
倉降・価値筐"このﾉ詞顕と言うより↓ず、藷ｲ極値''縄壱のj釘溌乙‘あソノ麹帰の調瀝のﾉざ關
であり、(iりしか辻、是如。自諺体の内”蝉間顕と擁に絡ま,Z調ソ跨學↓て鋤寺
化LI=<､､)制搬,T､･あう、と、Lぅ諾実区ぁ'j"'z､$かゎ,づ‘噂らγよい。
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可、
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’

ｉ
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Ｉ

ｇノ辛縞の諭旨が‘もう限守
本鍋のｕくつ力､の鰻号につ''zZ濁学'二融収zあ‘さを!!。
(')本鏑乙‘圃．地”施鯛幌産電毒し新し‘〃唾釣麗ｇ重視する勅きき汝"Z罐紘

鈎1二どり易1ずた．ご収らの動きla、卸印華新白磁体grF!､&(二部勺酌γょか､5再底する
しこうしを動きモ尺して軽視可うこと!3@さな(1｡17'ｹLと‘も、こめよう写動き１，
丈沖としｚ見た場合、ｊ‘耳代から動鰄成長凍家と‘［う椛且のFで‘実現されてきた
二とＥ葹収ては忽今なし(（革新白遊休の花人屋鐙黒料忙等の鴻紅猟豪逃、雛鍾苅
威長か"もたらし民豊かな醐凍季縮'こょ，て、話ｸI実現が､芳易化し庭）。ざ引置、こ
うし民政隼の試ﾉﾅ13./FIa.畝原危猟乞れ自体尽乏服するも風と進な，ていな'1・
東京卸"撤凍談寺』が子璃２輪'ﾌて&'ろの池､索家老陥膝が､､鴬斑成長!≦瞳合的な
忽織の顔隼、信理化によ'て自己葦新すうことＥ迫られて１１３からで‘ある．
診〃しﾙ恢,‘箔肺葦新自彪伸!こよ’Z"さ肌ZLl３αすご‘ず葱部分釣改孝の試汁も，
国レベルか'１縦目の霞婁と職魂制角勿癖へと遅鮖レ恥！鰍ｿ、罐独酌'二評ｨ画ずる
=Z_lgひき仰1,℃､あるユフ。
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’ めすに牢鵠'｡、ｒ丈獅市１句鰯』Er新し｛､卿量的雷張』とし毛杷堀すると､､う立
場Iこ立つが'､毛肌自作一フの価埴弟|断る‘あソ，↑一尺郡年1句顔』と丁角メタ"ルの宴表
をぴすとこうのｒ過堆内鋤』1=13一切欽収て、町い。欠獅刺旬溺を重視可３二とla、
託宗として、漫疎問漁､黙螺の同撤碍実上そ水ぢけ羅覗ヴうこと'二つＵか‘るか
も知肌軌(いの侵‘!〃|が‘，/9件芽ｚ月の索京加二よる玖人季葦城の魁漫含鮒公実
施'シイ牛なう､攪測県へα地城灯毎の耐ヅて､､飼う。１加包、満‘郡の責ｲ王と131綱“
しも壱えｦ‘,、むしろ縦制震そのt叩こ緑因鯲つ邦酋乙‘ある二とIg尋臭としｚ兎、
一つの丈湯脚自贈体勿改革か、濃脚自お伽急カレz何ら力､祁加随判自榊響窪ﾉ豆'可“
さ〃､Ⅶ､'可､Ｌら氷ないことＥ了‘ダーフ"'ｲ5'lとI3なるで‘あぅう）。
ずた､逝き!”､、エコご“ずな楯力畔乙‘の『拘蝿勺分葦』籾､丈叢脚1二訳けぅ＜

曇シフ｡Ｌ,､ノヶス伽２-参加ヲ褐信ｲ卒（つずりｵT斑ﾋｲ蝦との『打圦酌分葦』的剛示）力"Ｉ蝿で､あ
る上巫べ室か､、このこと師管栗としｚ､浬動砿とこし↓こく《,立婦の人々、零"o諄帥
をも姥な‘!,<々の辱英EI覆小E,け賓後へと循逮させること(皇なきかｆ知氷馴{噂
以上のLI)(2)の獺Ｉ寿医、ヨリ鎌く校訂し剛３‘赫島の錨盲t,‘も，と謝寄的なもの

と〃るかも知 " L . r J ･ L I 。 （ノ 7 7 7 ，／ ､ Ｚ。）
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洋描!割、駆凍闘魂猿の馴境活動の私呼グの一フの蟻伽!すか''、芝の
内宏!≦ぁ'ILZ、伽噸念の萢人て､･ある紳楠圓鱸丘'二よ雅えちゃ尿‘麦
'二参４忽章うて（'ずヲ。この端Ｅかりｚ，日頃の柳放示に亥｢して感謝
の尭疏さ笹で巧くここｇお許し下さ１１。（凝圃）下
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一お知らせの目次一′東大索土会鞠f箆室図書室肉

、マル'7ｽ罐会
職牲の社会闇憲｣研寅会
IAvi-S+r､Qus9関連丈竜f表

、
ｌ溝院入試にフ1,てのお知Ｍ二・
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